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蹄和暉豊…gg寧露元平癒堂亭蔑画率露4寧成邑叩鱗も率露ツ叩慮e<年露》
上のグラフで見られることは、日本のアルミ缶リサイクル率が急上昇したと
言うことです｡約7割がリサイクルされているのです｡これは､アメリカをも抜い
ている素晴らしい点でしょう。
アルミ缶の原料は､なんでしょうか｡そう､ボーキサイトです｡鉱物資源であ
るボーキサイトは山を切り開き､かつ､アルミニウムへとつくりかえるのに膨大
な量の電力を必要とします。しかし､アルミ缶を再びアルミ缶としてリサイクル
すれば､ボーキサイトからアルミ缶を作る際の、膨大なエネルギーを節約でき
るのです｡これがアルミ缶リサイクルの利点でしょう。
－144－

ホントの唾サイクルを毒える
ここまで、牛乳パックと空き缶について述べてきましたが、リサイク
ルが良くないと言っているのでばあ，塞鴬此只…
Recycle:一連の行程を錘りかえさせる。
これがリサイクルの本来の意味です。ビール瓶などがいい例ですが、
簔源をもう二度同じものとして使ってこそ本当のリサイクルといえるの
ではないでしょうか。 ただ分別して出せばいいと言うのではなく、回収
したものがどのような過程で、何につくりかえられているのかを理解す
る事も大切なのです。
近年、個人的に心配なものとしてペットボトルがあります。前に挙げ
た例のようにゴミの回収やリサイクルが確立する前に普及しすぎてしま
わないでしょうか？これからわたしたちが本当に資源の大切さを考えて
いくのなら、製品化する前に回収、リサイクルを第一にして行うべきな
のです。そして、資源を使う私たち全員が自覚と責任を忘れてはいけな
いのです。
地球にすんでいるのは勅だち自島なんですから。
参考賀料 北陸ジャスコ株式会社（ホームページ）
飲料用アルミ缶回収再生率（ホームページ）
アルミ缶リサイクル協会（ホームページ）
伊藤吉徳著：間違いだらけのリサイクル
－146－
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オく落訪昆
添加物と一口に言ってもその種類は実に様々です。なかには見栄えを重視するため身
体に悪影響を与えるものもあるでしょう。そういった物から自分を守るのは結局自分でし
かなく、自分達の意識をしっかり持ってもらいたく、これを書いた次第です。まとまらな
い点もありますが、ご容赦ください。
三室内良隆
この本は私にとって初めての本になるわけですが、どうだったでしょうか。初めから
つまづいて方向を変えつつ、何とかここまで来たわけですが、そのせいか何を伝えたかっ
たのか分かりづらかったと思います。あと、調査するときに、車がほしいなあと何度も思
いました。
★本多亮
ゴミ問題を担当しました。今回、自分にとって最も身近であると感じた問題を取り上
げてみました。以前から、歯がゆく思っていたこと、皆さんに知ってほしいことをまとめ
てみました。
★田中尋菱太良雁
毎回の締め切りのたびに大変な思いでした。でも少しずつ完成して行く実感がとても
うれしく感じました。
★；編集委員
特別に手伝ってくれた多田君、佐々木さん、ありがとうございました。
田Ⅲ司和江
リポートの提出、試験、野外調査、授業がある中で、「本」を仕上げるのはとても大
変だったと思います。地球環境学特論（選択）の授業のはじめには、35名いた受講者が、
「本」の完成時には18名と半減したのをみても、かなりハードであったと思います。し
かし、初めてのパソコンと格闘したり、現地の写真を取りに行ったり、電顕写真をとって
自分で現像したり、家で実験・観察したりと、気合いが入っていました。一方通行の授業
ではなく、学生自身が参加し、考え、行動した授業でした。
－149－

